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188．人体内力ルシウム代謝の解析
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　トレーサーとして使用した47Caないし85Srの人体

内代謝挙動から，カルシウム代謝の動態解析を行なう方

法につき検討を加えてきたが，前回に引続き一回急速静

注後のアイソトープ残留率の時間的推移を示す曲線から

ディジタル　コンピュータにより実験式を求める方法

（curve丘tting）について検討した．

　最適化手法としては非線形最小二乗法をニュ・一トンラ

フソン法により解く方法と，共役こう配法の1つである

フレッチャーパウエルダビドン法のプログラムを作成し

たが，主として前者の方法を使用した．

　Curve丘tting　の際の問題としてはデータサンプリン

グの期間，間隔，データ誤差，実験式等の多くの点が挙

げられるが，今回は特にデータ誤差，初期値からの収束

性に関する問題を中心に検討を加えた．

　通常の場合，最小二乗法は誤差が正規分布をとること

が仮定されているが，実際のデータでは必ずしもこの仮

定が成立せず，対数正規分布，ポワッソン分布を仮定し

た場合についてもプログラムを作成し，以上の3者につ

いて比較した．その結果では同一データに対しそれぞれ

異なる値に収束したが，対数正規分布とポワッソン分布

については比較的近似した値を示した．しかし残差をプ

ロットした結果からは正規分布，ポワッソン分布を仮定

するよりも対数正規分布を仮定することが適当であっ

た．

　初期値からの収束性については種々の程度のエラーを

実験式のパラメーターに加えて検討したが，分散50％程

度のエラーでは多くの場合元の値に収束したが，エラー

の与え方によっては収束が遅れ，また発散する場合もみ

られた．分散が100％の時には収束が殆んどみられなか

った．

　さらにその他の問題点についても検討し，開発された

プログラムにつき報告する．
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189．脂質吸収と蛋白代謝に及ぼすホルモンの

　　　影響
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　Malabsorption　syndromeにおいて最も障害の著しい

のは脂肪の吸収であるが，同時に蛋白の吸収障害も認め

られ，低蛋白血症を伴い易い．一方，　小腸よりの脂肪

の吸収過程においては，　脂肪はリボ蛋白の一種である

Chylom　icronとなって胸管リンパ中に入り体内に吸収

される．従って，小腸における脂肪の吸収と，蛋白の吸

収，合成とは密接な関係のあることが示唆される．

　そこで，脂肪吸収過程と蛋白代謝との関係を確かめる

ために，胸管リンパ屡を作製したラットに，8時間にわ

たり蛋白合成阻害剤であるPuromycin　15　mgを腹腔内

注射したのち，cholesterol・7α・H3，01eic　acid・1・C14，

Albumin及び胆汁酸塩をemulsionとして胃内に投与

したところ，雄性ラットでは，小腸よりの脂肪酸の吸収

は殆ど障害を受けないのに，cholestero1の吸収は著し

く障害されることを知った．一方，雌性ラットでは，脂

肪酸の吸収も，cholestero1の吸収と同様に著しく障害

されて，小腸粘膜中にtriglycerideの蓄積が認められ

た．即ち，脂肪酸とcholesterolの吸収は，蛋白合成障

害が存在する場合には強く阻害されることが明らかとな

り，脂質の吸収と小腸粘膜における蛋白代謝との間に

は，極めて密接な関係のあることが判明した．

　さらに，蛋白合成阻害剤による脂質，特に脂肪酸の吸

収阻害機構には，性別による差異のあることが明らかと

なった．即ち，脂肪吸収時の小腸粘膜におけるリポ蛋白

合成機構には，性ホルモンが何等かの関与をしている事

実を示唆する成績が得られた．

　そこで，小腸の蛋白合成能に及ぼす性ホルモンの影響

を知るため，1，2週前に卵巣或いは精巣を摘出したラ

ットの小腸を用いて，L・1eucine・1・C14の小腸粘膜蛋白

へのincorporationを検討し，卵巣摘出群でより強い蛋

白合成抑制が認められた．これら摘出動物にEstrogen

或いはAndrogenを添加したところ，低下した合成能

のかなりの回復が認められた．
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